
１．位 置 及 び 地 勢 

 

 当組合は、愛知県の西部に位置し、東経１３６°４６′２７″、北緯３５°４′５１″で、

東は名古屋市及び蟹江町、西は木曽川並びに三重県、北は佐屋町及び立田村に接し、南は伊

勢湾に面し、昭和４８年４月１日に発足した１町２村からなる一部事務組合です｡ 

 地勢は、木曽川によって造成された沖積層からなり、海抜０メートル地帯で、東西６．４

ｋｍ、南北１５．２ｋｍ、総面積７０．５５k㎡の南北に細長い地形を有している地域です｡ 

 昭和３４年９月２６日未曽有の伊勢湾台風による堤防の破壊により大浸水を被り、多大な

人的物的な被害を受けた地域でもあります｡ 

道路、鉄道共に逐次整備され、主幹道路として国道１号線及び東名阪自動車道が北部を、

国道２３号線が南部を横断し、国道１５５号線が西部を、国道３０２号線が東部を横断して

います｡ また、南部臨海部には「名港トリトン」の愛称で親しまれている伊勢湾岸自動車道

が、名古屋から延び東名阪自動車道と接続されたことにより、 道路網の要衝である地域です｡ 

鉄道は、管内北部にＪＲ関西本線、名鉄尾西線及び近鉄名古屋線の弥富駅があり、 相互に乗

換えが可能で、名古屋までは１５分と大変至近にある地域です｡ 

名古屋市に隣接していることもあり、管内北部は鉄道網に関係して高層住宅や住宅団地等

の住宅地、中部は田園地帯、南部は港湾の関係で石油コンビナートや木材、鉄鋼、造船等に

関連した工業地帯があり、さらにはコンテナ埠頭の一大物流基地が増設され、名古屋港の貿

易の拠点として活性化が進んでいる地域です｡ 

 以上、管内は多種多様な地域が混在しています｡ 
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２．構成町村の概要 

 

（平成１５年４月１日現在） 

人     口 世  帯  数 面     積 
     項 目 

     区 分 

 

町 村 名 
数  値 構 成 比 数  値 構 成 比 数  値 構 成 比 

十  四  山  村 
人 

 5,869 

％

 12.2 

戸

 1,567 

％

 10.3 

ｋ㎡ 

 9.97 

％

 14.1 

飛 島 村  4,634   9.7  1,237   8.2 22.50  31.9 

弥 富 町 37,439  78.1 12,337  81.5 38.08  54.0 

合        計 47,942 100.0 15,141 100.0 70.55 100.0 
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3.組合のあゆみ 

昭和４８年 ４月 １日 十四山村、飛島村、弥富町の１町２村で海部南部消防組合を設立 

            消防本部を設置、救急業務のみを開始 

            仮事務所を弥富町役場内に置く 

            指揮車（無線付） １台（弥富ライオンズクラブより寄贈） 

            救急車（無線付） １台 Ⅲ－Ｂ型 

昭和４８年 ４月１２日 消防署庁舎用地取得 １０，３９６㎡ 

            海部郡飛島村大字大宝新田字サノ割５５５－６番地 

昭和４８年 ９月 １日 消防署を設置 消防業務を開始 

            初代消防署長 伊藤一男 就任 

            普通消防ポンプ自動車（無線付） １台配備 

            小型動力ポンプ １台配備 

昭和４８年１１月 １日 水槽付消防ポンプ自動車（無線付）１台配備 

昭和４８年１２月１７日 消防庁舎竣工 鉄筋コンクリート造３階建 

                   延床面積 １，５０２㎡ 

             海部郡飛島村大字大宝新田字サノ割５５５－６番地 

            救急指令装置Ｂ型設置 

昭和４８年１２月２０日 新庁舎へ移転し業務開始 

            弥富町役場の仮事務所閉鎖 

昭和４９年 ２月２３日 消防庁舎竣工式 

昭和４９年 ３月 １日 救急車（無線付） １台配備 Ⅲ－Ｂ型 

             連絡車（無線付） １台配備 

昭和４９年 ４月 １日 海部南部危険物安全協会結成 

昭和４９年１０月２４日 広報車（無線付） １台（宇佐美鉱油店より寄贈） 

昭和５０年 ４月 １日 海部南部消防連絡協議会結成 

昭和５０年 ４月２２日 普通消防ポンプ自動車 １台（日本損害保険協会より寄贈） 

昭和５１年 ３月１２日 各町村消防団本部車両（消防ポンプ自動車）無線機配備 

昭和５１年 ７月１４日 飛島村東浜三丁目２～５番地の区域が石油コンビナート等特別 

            防災区域に指定（名古屋港臨海地区） 

昭和５２年 ４月１２日 消防本部庁舎３階に機械器具展示室設置腕用ポンプ、手引き動力 

            ポンプ、消火器等（管内地区、防災関係業者より寄贈） 

昭和５２年 ９月１７日 船外機付舟艇 １艇配備 

             連絡車 更新 

昭和５４年 ２月 ７日 バスケット付大型高所放水車（無線付） １台配備 

昭和５４年 ４月 １日 消防力充実のため総合計画を樹立 

昭和５５年 ２月 ８日 大型化学車（無線付） １台配備 

昭和５５年 ９月 ８日 大型車両配備に伴ない車庫及び倉庫を増設 

             鉄骨造２階建 ２６２㎡ 

昭和５５年１２月１９日 泡原液搬送車（無線付） １台配備 

昭和５６年 ２月２４日 北分署庁舎用地取得 ５，０５５㎡ 

             海部郡弥富町大字鎌倉１２３番地 
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昭和５６年１２月１５日 北分署庁舎竣工 

            鉄筋コンクリート造２階建 延床面積 ７５３㎡ 

            北分署業務開始 

            普通消防ポンプ自動車、救急車、広報車、 各１台配備 

            分署長以下１５名の職員 

昭和５７年 ５月３１日 広報車（無線付） １台 本署に配備 

昭和５７年１１月１３日 水槽付消防ポンプ自動車（無線付） 

            本署 １台更新   分署 １台配備 

昭和５８年 １月１８日 救急車（無線付） １台 Ⅱ－Ｂ型 北分署に配備 

            （日本自動車工業会より寄贈） 

昭和５８年 ４月 １日 総合計画に基づく３ヶ年実施計画を樹立 

             北分署４名増員 

昭和５８年 ６月２３日 本署 指令車（無線付） １台更新 

昭和５８年 ６月２５日 本署庁舎改修工事を施行 

昭和５８年 ９月 １日 訓練人形（レサシアン） １体（弥富ライオンズクラブより寄贈） 

昭和５８年１２月２０日 本署 車庫増築 鉄骨造 ５１㎡ 

昭和５９年 ３月３０日 本署 救急車（無線付）１台更新 Ⅲ－Ｂ型 

昭和５９年 ４月 １日 北分署４名増員 

昭和５９年 ６月 ８日 査察車（無線付） １台本署に配備 

            （海部南部危険物安全協会より寄贈） 

昭和５９年 ８月１５日 船外機付舟艇 １艇北分署に配備 

昭和５９年１０月２４日 北分署 広報車 （無線付） １台本署に配備 

昭和６０年 １月 １日 常勤専任消防長 伊藤一男 消防署長兼任 

昭和６０年 ４月 １日 二代目消防長 都築 勇 就任 

            二代目消防署長 加藤敏男 就任 

昭和６０年１０月２２日 本署 普通消防ポンプ自動車（無線付） １台更新 

            （日本損害保険協会より寄贈） 

昭和６０年１１月 １日 土地改良事業により本換地完了につき住所更正 

             海部郡飛島村大宝五丁目１８２番地 

昭和６１年 ４月 １日 消防計画１０ヶ年計画樹立 

            上記計画に基づく３ヶ年実施計画樹立 

昭和６１年１１月 １日 仮称南部出張所業務開始 

             海部郡飛島村木場二丁目３番地 

昭和６２年 ２月２６日 救助工作車（無線付） １台本署に配備 

昭和６３年 ４月 １日 南出張所業務開始 

             救急車（無線付） １台 Ⅱ－Ｂ型 南出張所に配備 

昭和６３年 ６月 ２日 北分署 出動灯設置（弥富ライオンズクラブより寄贈） 

昭和６３年 ８月１９日 第１７回全国消防救助技術大会（横浜市） 

            はしご登はん 小椋正巳 出場 

昭和６３年 ８月３０日 本署 出動灯・投光器設置 

昭和６３年 ９月２２日 高所放水車 オーバーホール 

昭和６３年１２月１５日 本署 連絡車 （無線付） 更新 
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平成元年 ４月 １日 三代目消防署長 青木善盛 就任 

                       総合計画に基づく３ヶ年実施計画を樹立 

平成元年 ９月２７日 資機材搬送車（無線付） １台本署に配備 

平成 ２年 ３月２０日 北分署 普通消防ポンプ自動車（無線付） １台更新 

平成 ２年 ８月２４日 第１９回全国消防救助技術大会（広島市） 

             はしご登はん 八木雄司 出場 

平成 ３年 １月２１日 船外機付舟艇 １艇本署に配備 

平成 ３年 １月３１日 消防庁舎増改築 

            鉄骨造３階建 床面積８４㎡ 

平成 ４年 ２月１９日 消防緊急通信指令施設Ⅱ型（旧指令装置Ｂ型）を更新 

平成 ４年 ３月 ４日 本署 水槽付消防ポンプ自動車（無線付）１台配備 

平成 ４年 ３月１９日 緊急通報システム（高齢者在宅福祉事業）センターを設置 

平成 ４年 ４月 １日 海部南部消防組合規約改正に伴ない副管理者制を導入 

             総合計画に基づく３ヶ年実施計画を樹立 

平成 ５年 １月 １日 完全週休二日制を実施 

平成 ５年 １月 ６日 本署 指揮車（無線付）１台配備 

平成 ５年 １月 ８日 海部南部消防組合発足２０周年記念式典を実施 

             海部南部消防組合発足２０周年記念誌を作製 

平成 ５年 １月２８日 県道の拡幅により土地売却（売却面積７９０㎡） 

平成 ５年 ２月 ９日 北分署 広報塔を設置（弥富ライオンズクラブより寄贈） 

平成 ５年 ８月２０日 第２１回全国消防救助技術大会（福岡市） 

             はしご登はん 八木雄司、立松健一 出場 

平成 ６年 ３月１０日 北分署 救急車（無線付）更新 Ⅱ－Ｂ型 

平成 ６年 ３月１８日 本署 訓練場を拡張 ４，１２９㎡ 

             交替制勤務者の三部制を実施 

平成 ６年 ５月２４日 査察車（無線付） １台本署に配備（海部南部危険物安全協会 

より寄贈） 

平成 ６年１１月１８日 救急救命士誕生 

平成 ７年 ２月２８日 高規格救急車（無線付）１台本署に配備 

平成 ７年 ３月３０日 本署 査察車（無線付） 更新 

平成 ７年 ４月 １日 四代目消防署長 山田幸雄 就任 

             愛知県海部事務所へ実務研修生として１名派遣 

             (平成８年３月３１日まで) 

平成 ７年１２月２０日 高所放水車２回目のオーバーホール 

平成 ８年 ２月２９日 北分署 広報車（無線付） 更新 

平成 ８年 ３月１５日 南出張所庁舎増改築 

             鉄骨造２階建 延床面積 ２２４㎡ 

平成 ８年 ４月 １日 南出張所業務開始 

             水槽付消防ポンプ自動車、救急車、査察車、各１台配備 

            出張所長以下１０名の職員 

             総合計画に基づく消防力整備計画 

（平成８年度から平成１７年度）を樹立 
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平成 ８年 ４月 １日 愛知県消防学校へ教官として１名派遣（平成１０年３月３１日ま

で） 

平成 ８年１１月２６日 小型動力ポンプ １台本署に配備 

平成 ８年１２月１６日 小型動力ポンプ 北分署及び南出張所に１台配備 

平成 ９年 ２月 ６日 小型動力ポンプ付水槽車（無線付） １台本署に配備 

            泡原液搬送車 本署から北分署へ配置替 

平成 ９年 ４月 １日 総合計画に基づく３ヶ年実施計画を樹立 

                      愛知県消防協会へ実務研修生として職員１名派遣 

            （平成１１年３月３１日まで） 

平成 ９年 ８月２２日 第２６回全国消防救助技術大会（千葉市） 

            ロープブリッジ渡過 細木健治 出場 

平成１０年 １月 ９日 北分署庁舎改修工事 

平成１０年 １月１６日 高規格救急車（無線付） １台分署に配備 

平成１０年 ３月 ８日 資機材搬送車 １台本署に配備（弥富ライオンズクラブより寄贈） 

平成１０年 ４月 １日 職員相互人事交流を開始（海部東部消防組合） 

平成１０年 ８月２８日 第２７回全国消防救助技術大会（大阪市）２種目出場 

            ロープブリッジ渡過 細木健治 

            ロープブリッジ救出 瀬古公春、吉田政登、岡田憲和、馬場貴浩 

平成１０年 ９月２８日 本署 連絡車 更新 

平成１０年１１月２５日 本署 梯子等収納庫増設 

平成１０年１２月１８日 消防緊急通信指令施設をオーバーホール 

平成１１年 ２月２２日 本署 水槽付消防ポンプ自動車（無線付） 更新 

平成１１年 ３月 ４日 南出張所 査察車（無線付） 更新（十四山村より寄贈） 

平成１１年 ４月 １日 五代目消防署長 平野 豊 就任 

 職員相互人事交流を実施（海部東部消防組合、蟹江町） 

平成１１年 ８月１９日 第２８回全国消防救助技術大会（横浜市） 

            ロープブリッジ救出 瀬古公春、吉田政登、岡田憲和、馬場貴浩 

平成１２年 ２月１０日 北分署 水槽付消防ポンプ自動車（無線付） 更新 

            （（社）日本損害保険協会より寄贈） 

平成１２年 ２月２９日 本署 消防ポンプ自動車（無線付） 更新 

平成１２年 ４月 １日 三代目消防長 平野 豊 就任 

 六代目消防署長 佐藤 武 就任 

 愛知県消防防災課へ実務研修生として職員１名派遣 

            （平成１３年３月３１日まで） 

 職員相互人事交流を実施（津島市、蟹江町、海部東部消防組合） 

 総合計画に基づく３ヶ年実施計画を樹立 

平成１２年１２月１９日 資機材搬送車(無線付) 更新 

平成１３年 ４月 １日 四代目消防長 佐藤 武 就任 

 七代目消防署長 加藤寛一 就任 

 職員相互人事交流を実施（津島市、蟹江町、海部東部消防組合） 

平成１３年 ８月 ８日 第３０回全国消防救助技術大会（東京） 

            はしご登はん 佐藤弘光 出場 
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平成１３年１２月１９日 本署 高所放水車（無線付） 更新 

平成１４年 ４月 １日 職員相互人事交流を実施（津島市、蟹江町、海部東部消防組合） 

 愛知県消防防災ヘリコプターへ職員１名派遣（２年間） 

平成１４年 ８月２３日 第３１回全国消防救助技術大会 名古屋市（２種目出場） 

             はしご登はん 佐藤弘光   

             ロープブリッジ渡過 飯田祐治 

平成１４年 ９月 １日 名古屋市消防局へ職員１名派遣（平成１６年３月まで） 

平成１４年１２月２５日 本署 大型化学車（無線付） 更新 

平成１５年 ４月 １日 職員相互人事交流を実施（津島市、蟹江町、海部東部消防組合） 

 北分署３名増員 

 総合計画に基づく３ヶ年実施計画を樹立 
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